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基坤・紀証、輸入プロセスの改啓につい’て

（別紙　2）

1．既存の基準・建征制腔の総点検と改潮

l司の法令答に基づくすべての基準・出征制度について、捷融臭を行った結果、附はの枝

村封敦範囲に掲げる31件の法令に基づく基坤・認建制度について、次の間及びt2）に掲げ

る基本的考え方に基づき具体的改嶺措置を絶する．（別紙1参照）

‖　政府介入の縮小のための措辞

、t：記視点に基づき、政府介入を級小幌にするとの考え方から、．

①　適用対象品臼の締小を図る

③　政府建虻から自己建誠への移行を関る

⑧　脱格・基準の項目別城又は緩和を囲る

の活捕紀を紐ずる．
も

なお、r原則白山・例外制帽」を敵臆するため、自己建祉制については、今虻‖抒配す

るとととした分野以外の分野についても、引き続きその場人と拡充に努める．

く2I　基準・建址制度等連絡調整木部決定（58．・3・26）に掲げる諸原則の徹底化のための

措置

基準・紐正制度等連絡網生木部決定に掲げる繕離別の撒鹿北を凶るため、すべての基

準・組旺制度に．ついて、次のような措辞をとるものとする．

①　外国検査データの受入れ及び外国検査抱囲の横板的活用

我が国の絃妊制度に拡る検査等において、外国串薫育が我が国の出征を容島に取

得しうるようにするため、

7．原則として、我が国の組征制度に係る検査等において必要とされるすべての

データについて、一定の条件を満たす外国検査機関の検査データを受け入れる

こととする．

ィ．この場合において．、検査データを受け入れる外国検査軋閑を予め特定してお

く方式の磁極的準用、拡大を謝る．

ウ．可能な範囲で、申摘者作成データを受け入れることとする．

⑳　透明性の確保
一

規格・基準の作成過指における透明性を確保するため、原案作成過程において、

寅を提示しつつ、外国人を含む関係菅から意見の聴取を行う槻会を設けるほか、す

べての富法会、審班会の専門委員会等で、規格・基準の制定又は改正に関する原案

を作成する過柁において、希に、外聞関係者が参加ないし出席し、意見を述べる・こ

とができることとする．
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◎　回隙基準への整合化

l月睦規格・基準が存在する場合において、これに杜合しない部分は、原則として、

整合化を図るものとする．矧階梯路上基準が存在しない場合においても、緒外国と

の対比において、我が園の規格・基坤を見所し、接和坤の措辞を的ずる．

いずれの場合においても、国際戊賂・基準の規定作表に硯掩的に虞献するものと

する．

◎　紹征手続きの儲素化・迅速化

各組柾手続きについて、可能な限りその・簡素化・迅速化を図るとともに、各手続

き毎に、棟準的な邸務処理期間を定め、当該期間内に処理できない場合には、：その

旨及びその理由を申綿考に．示すこととする．

また、規格・基準の明確化を困って、行政戟星を縮小することにより、托鉦手続

きの出離を促進する・　　　　　　　　　　　　●

脚　国の法令等に基づく基準・紐旺制度のうち、法律（組織法を除く．）に根拠を有しな

いもの（例えば、告示、通達等に基づくもの）については、相川として、こ－．れを廃止す

る方向で見直すものとする．

2．輸入1りセ久の総点検と改革

通関前手続畠を中心とする輸入プロセスに関する脱制についても、細尾の換紆対象範皿

に抽げる18件の規制について、＝京劇自由・例外制限」、「手続の簡素化・迅速化」の

視点から見直しを行い、その適用範囲の鱒小及び手続の簡素化・迅速化を図るため、具体

的措置を蹟ずる‾．（別紙1参照）

3．基準・紘証制度の創設（既存制度の拡大・強化を含む．）の抑制

国の法令等に基づく．新たな基準・紐証制度の創設（既存制度の拡大・餓化を含む．）は

原則として、これを行わないものとし、例外的にこれを行う場合においても、その必斐性

及び当該制度の内容が妥当なものであるか否かを、アクシオン・プログラム実行推進委員

会（以下「委員会」という．’）において、厳正に審査するものとする．

4．民間団体等の非政府機関の基準・組旺制度の改愚

民問団体等の非政府機関の基準・紐縦制度については、ガイト・ラインを策定し、各省

庁において、所管の団体等の既存の制度について、，総点検及び改善指導を行う．

5．改善措置の実施スケジュール

上記1－4の改善措置については、各省庁において早急に所要の手続をとり、別紙1に

掲げる事項については、別紙1のタイム・スケジュールの欄に掲げる時期から実行に移す
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ものとする．ただし、次の摘唄目については、次に掲げる方針により、持撤するものとす

る．

（lIl司の法令に基づく韮坤・紐証制度等のうち、検討対象範囲外とされたものの相姦日．

及び2．参敗！）

l司の法令に基づく基準・建誠制度等のうち、輸入に関連しないものとして今国の放射

対象範囲外とされたもの等については、9月未までに、内聞宵宙において、行政監察の

協力を持つつ捕査を行い、各省庁は、必要に応じ、上記1．日及び倒並びに2．に拍げ

る基本的な考え方に一基づいて具体的な改善袋を策定し、委員会の了承を持て桔配するも

のとする．

（2I　俄府出征から白己妃柾への移行の推進

団の法令に基づく基準・組誠制度のうち、強制的な政府鑓縦の対敦品目を自己建誠へ

移行させる仕組みを肯していないものについて、一括法によりこの仕糾みを一般的に導

入することを検討す－る．内聞官房は、9月未までに各省庁の検討結果をとりまとめ、委

員会に刊督するものとし、委員会は、10月末までに細論を出すものとする．

は　標準的な事務処理期間の設定（1．t21◎参照）

各省庁は、9月末までの間に所管の法令に盛づく基準・組征制蛇の各Lf・班毎に捜準的

な軍功処理期間を定め、委員会に報告するものとし、委員会のr承を得て、llJ11日

からこれを実施する．この場合、登良会に報せされた横準的な事務処理期闇について、

一括して公表するは掟を綿ずる．

函　告示・遥遠尊に基づく基準・組征制度の原則上して廃止する方向での見直し（1．13I

参照）

①　各省庁は、内聞官房に申告した制度について検討を行い、9月末までにその紡雑を
l

委員会に報告して了承を得たうえこ　その抜撒ね2ケ月以内に所頚の手続をとるものと

する．

㊥　内園官房は、各省庁から申告のなかった制度について、9月末までに行政監察の協

力を持つつ蛸壷を行い、各省庁は、その後2ケ月以内にこれらの制掟について廃止の
′ヽ　　　　　　　　　　　　　　l

ための手続きをとるものとする．

f5I　比聞団体等の非政府槻関の基準・地誠制度の改汚　く．参照）

安達会において、9月末までにガイド・ラインを塊定し、各省庁はこれに基づき、所

管の1才日本等の制蛇について総点検を実施し、避くとも61年度から必ぜな改苗か実行さ

れるよう持場を行うものとする．なお、各省庁は、61年3月末までに総点検及び改葬

指噂の枯淡を委員会に報皆するものとする．

6．出仕体制の明硝化

改智日暮訳の実効ある実施を純保・4－・るため、、各省庁に査察机当市を置く等岩目上体制を明確

化し、審【1への浸透を図る．
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●

T．フ．t・I‘l－・アップ

改吾措置についてのフォl：I－・アップは、省省けと弊翻な迎綿をとりつつ、滋日金が中

心となって行う．

II．一拍班に．太・乙処理の検証

．しぶの改汚漕把を諦ずるたわ、法律改正が必翼虻ものについては、一括江により処理す

ることを桧腑するものとする．
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基準紐証・輸入プロセスに操る枚討対象制蛇・一党　（別紙2憫随）

l　基準地誠制度

一・一一・榊一・一…‥一一一一一一・●－r一一一一一一・・一・・一一一・一・一T一一一一二一一一一一T一一一・l

I　　　法　　　　　　　奇　　　　　　　名　　I m　当　省　庁　I備　考I

「・一・一一一・一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一十一一一‥l

Il化学物質の審査及び製適等の規制に関する法律

I

12通路交通法

I　3珪金属封晶品位旺明規則

14法金属地金帽製及び品位柾明規則

15食品衛生法

I C軒在物質を含有する家庭用晶の枕制に関する法律

17伝染病予防法

13螢串怯

19段数収描法

110堤秦亀城化促進法

Ill肥れ取締法

112定番改良増殖法

l堀切庁、厚生省、　　I I

l通商産業省

l警察庁

I大赦省

l大蔵省

l厚址省　＿

l厚生省
11

1厚生省

l I

l l

l

I厚生省、．腿林水産省　l

l農林水麻雀

l農林水最省

l農林水産省

I農林水頗省

ll3飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律I戯林水産省

ll4農林物資の規格化及び品質表示の適正化に関するl農林水産省

●

I　法排

日5消費生活用製品安全注

I

I16農産物検査法

】17紆立法

118工真横準化法

119電気用品取締法

120ガス事莫法

121高圧ガス取締法

l

I農林水産省、

l通商産室省

l農林水産省

1通商産業省

l l

l l

l l

l過・商産業省、運輸省　l

l通商産業省

l通商産集省

l通商再某省

｛122枚化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に側I通商燕麦省

1

1

する法け

23退路運送車両法

124舶舶安全法

125航空法
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I・－‾’‾‘‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾T‾．‾‾‾‾「‾‾：‾‾‾‾T‾‾‾1

1　　法　　　　　　　令　　　　　　　名　　l　勘　当　省　庁　l備　考I

十一・一・……・一一一一一一一一・一・・一一一∴…トー…一一一一…十一一一1

126海洋汚染及び海上災事の防止に関する法律

127電気通悟事業法

l甜電波法
ヽ

I29労執安全衛生法

130建婆基準法

I31椚防注

l迎輸省

l郵政省

l郵政省

I労助省

I蛙設省

l自治省

l I

l l．

I l

I l

l l

I I

l．．．＿＿＿＿＿†＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿」＿」

輸入プロセスに係る制度

r・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一T一1－1－－－－－－－－T一一・一一・1

I　　　法　　　　　　　　令　　　　　　　　名　　　　主　旭　当　省　庁　　l備　考I

ト一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＋一一二一一一一一一二十一－‥－・1

132道路交通法

133柄税法

134闇税法

135聞税暫定措置法

136物品税法

137繋祁抹

138金品衛生法

139肥料取締法

I40植物ふ防疫法

141裏畜伝染病予防法

142旺犬病予防法

I43外国為寧及び外国貿易管理法

144輸出入取引法

145火車輯取締法

I舶高圧ガス取締法

147化学物質の審査及び製造等の規制に関する諺津

I48労働安全衛生法

149道路法

I警察庁

l大蔵省

l大蔵省

l大戯省

l大戯省

l厚生省、農林水産省

1厚生省

I農林水車省

l農林水産省

l農林水産省

l農林水産省

l通商産婁省
1

lt通商産裏省

l通商産笈省

l通商産業省

I通商轟薬省

I労他省

l建設省

l O I

l－　　　l

l I

l l

l l

l　0　1

1　0　1

1　0　I

l l

l l

I l

l I

l l

l l

1　0　1

1　0　I

I O l

l l

L＿．－－－－－－－－－－－－－－－－－－＿．－－－⊥－－－－－－－－－－⊥－－－」

（江）0は、基準紐鉦制度と虚捜している法令
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多序4諒　　枚舛句露見菜監

鮎川丑拙攻舶制止については、既に内外無兄姉の班制蛇的碓保がなされているが、裏に
l

－・層公正な領事の軋会を粗大させ、・外国供給廿等がより容易にiI用参入できるよう自主的

綿棒的にタ！的f梢の抜本的改再を行うとともに、外聞製品瑚達の拡大等を囲るため、以下

の捨卍を：布施する．

1　契約f坊の接木的改帯

1．，随意契約の抜本的兇煎し

相　貌争契約を原則とし、例外的に鴎意契約を行うとの基本方針を徹痙するため、

揮蛇人乳の授返し、入札条件の兄托しを行うはか、印的官立体制ゐ強化等に．たり
l

随意契約を縮減する．

12I　防塵契約の執行に掠る透明性を確保するため、実施した組立契約に則する川棚

を腑別に周覧甥の方法にネり公裁する．

2．競争契約上の運用の改韓

日　外国供給者等の窮争参加機会をより柑大するため、敏偶人礼における応札別間

について現行30日以上を40ロ以上にするとともに、可能な配り納期を延長す

る●

t21抗争入札における応札者以外の膏に封してもその実施と繰る透明性を確保する

’ため、踊礼槽印を個別に閲覧等の方法により公表する．▼

3．葺格審査手続の改蕃

日　放格審査を受けようとする外囲供給者柿の利便を拡大するとともにこ　郡務の簡

素化を凶るため、頂刑として各省庁等ごとに審査基準・格付を統一化する．

脚　史に、鋼途絶圃ごとに行っている資格審査を、同「一割11等内においては、実質

的に・一国で済ませるよう資格審査手続を抜本的に筒諸トつ抽率化する．（単・一釦格

審査制の導入）

（3I．以上のほか、資格審査の中綿に当たって描出を求める沓柳を必典故小幌にとど

める．また、資格審査中綿の随時受付を徹底．し、趣やかな公格審査の実施及び有

真格者名簿への記載を行う．

4．親会社博の取扱い

葺格審査．に当たって特に外剛典給者等からの嬰絹の強い胱会社等の庸力、実城を

考慮することについては、凱会社等の資格審査について齢的な爛棟の明雄な子会社

等を通じ当該巾綿ができる旨を周知徹底する．
′
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正　外国典品相通の拡大

l・窮中人礼の離別を徹底するとともに、上配Iの契約手続の改苗による競市参加地

金を増大させることにより外団供給：行等の触発努力と相まって、外囲臥品の調達拡

大を行う．

・2．政府は、その姿妙を示す意味から外囲臥品の発掘に税調的に取組み、吋臆な幌り

率先して外帽製品調達拡大に努力する．

3山　1－2による外国製一精鋼連の増大に托するため、各省庁坤ごとに外囲班紛弔辞

に対して硝埠に関する統一的な情報の按排、相続受付、持柄処理の窓口の設置等

を行う．

脚　史に、政府としては統一窓口．を設置し、政肝部内の連絡網整、情報提供、相映

、苫柄処理等の槻能が適切、円浦に行われるようにすることとする．

皿　適用範囲

1．本7クシロン・プログラムはガット政砕舶追脇足の封敦となる調建及び粗脚（別
l

紙1）を主として対象とする．

2．小規模な鋤運についても、外国供給者啓に対し、アクセス改燕の観点から、資格
J

審査手続の改蕗を幽るとともに、一般的楠祁提供、相談、苦欄処理軍使文の拡大を

凶る．

3．1のガット政肝網達協定対象機脚は、45抱囲　相可の機冊30　、政府関係槻圃

15）であるが、さらに我が国としては、率先して対象外の16の政府関係槻聞　く

別紙2）についても同協定に準する梼誼をとるとともに、アクシオン・7’Uグラム

の規定に準じた通用を行うこととする．

Ⅳ　指導・協力要繕

各省庁は、広く政府開拓機関一般に対し、ガット政府甜通脇定及びアクシオン・プ

ログラムの趣旨に則り、外国供給者等の参入粗金の増大及び外囲製品調速の拡大を回

る見地から、指導を行うとともと、その実施状況の把捉を毎年行う．

また、地方公共団体に対しでも、上記の見地から脇力酎＃を行うとともに、そ‾の緒

躾の把捉を毎年行う．

Ⅴ　実施スケジ1－ル・レビュー

1．以上の着実な実行を確保するため、各省庁等において7クシタン・プログラム実

施の具体的スケジュールを策定し、原刑として本年10月1【】から施行する．

2・毎年7クシゴン・プログラム実施状況のフォロー・アップを行い、3年目には全

体的なレビューを行う．また、そのための体制を整備する．
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の　以下の租冊については、アクシオン∴プログラムを適用する．

内　聞‘

挽埋酔

公ilリ紋引姿昆虫

l司家公安委員会（警察庁）

公吾等調整委員会

宵内庁

総接げ

‾北海道開発庁

防衛庁

経済企雨庁

梓学技術庁

頒墳庁

沖縄開発庁

国土庁

法務省

外務省

大蔵省

文部省

厚生省

農林水産省

通商産業省

運輸省

郵政省

労働省

削墜
自治省　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tl

脚　以下の相関については、7クシゴン・プログラムの通用につき脇力を要緒する．

朱的院

参捕院

故高戟判所

会計検査院
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13），以下の軌は1については、アクション・プログラムの迫川肴はl総合省庁を通じ．究

施を囲る．

ロイ：I軒打鉄道

日本たばこ沌要株式会社

日本電†酎珪新株式会托

闊比金融公庫

住宅金拙公権

農林改案金融公庫

中小企裏金融公庫

公営企黍金融公庇

北海道央北偶発公庫

社会如拙・医焼印笈川

中小企糞倍用保険公庇

現暁海生金地公庫

沖縄振興開発金融公庇

日本開発銀行

日本輸出入銀行

●

速
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●

水踵辣開発公用

納東京国際空港公用

日本退職公用

公官防止事集団

国際協力祁蓬的

年金柑維場真鯛

労働相社印牒周「

緑川促進邸真鯛

l月比生摘セ：／クー

u本件学技術相印センタニ

国際交挽基金

国立競技場

放送大学学園

u本中央鍛盛会

日本貿易振興会

新エネルギー組合開発機構

萎

彗
尋1
ぶ

j

肇
●ヽ
jj

空夢

頚
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